
二
0
0
二
年
九
月
、
大
学
文
学
部
社
会
学
科
社
会
学
専
攻
「
社
会
調
査

実
習
」
森
川
眞
規
雄
教
授
担
当
ク
ラ
ス
傘
部
生
十
人
な
ら
ぴ
に
大
学
院

生
三
人
)
は
台
湾
で
約
二
週
間
に
わ
た
る
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

期
問
、
台
湾
校
友
会
の
臨
時
総
会
な
ら
ぴ
に
中
央
研
究
院
・
台
湾
大
学

同
志
社
大
学
の
者
に
ょ
る
国
際
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、

台
湾
の
政
財
界
、
学
術
界
、
メ
デ
ィ
ア
界
文
化
・
一
云
術
界
の
方
々
と
の

交
流
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
そ
の
結
果
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え

る
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た

年
次
生
を
対
象
と
し
た
選
択
科
目
(
通
年
)
で
あ
り
、
二
0
0
 
一
年
度
に

引
き
続
き
二
0
0
二
年
度
も
森
川
実
習
ク
ラ
ス
で
は
、
台
湾
校
友
会
の
こ

協
力
の
下
、
同
志
社
台
湾
校
友
の
方
々
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。
本
調
査
は
、
約
三
十
人
の
同
志
社
台
湾
校
友
(
戦
前
に
同
志
社

で
学
ん
だ
八
十
代
の
お
年
寄
か
ら
二
十
代
の
現
役
留
学
生
ま
で
を
含
む
)

の
生
活
史
を
具
体
的
題
材
と
し
て
、
戦
前
・
戦
後
の
台
湾
社
会
に
お
い
て

日
本
留
学
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
受
け
入
れ

先
と
し
て
の
同
志
社
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に

、

舎
i

し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
、

烏

よ
り
一
般
レ
ベ
ル
で
留
学

比

と
い
う
文
化
経
験
の
も
つ

個
人
な
ら
ぴ
に
社
会
に
対

1

す
る
効
果
を
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
副

報
告
書
一
同
志
社
と
台
湾

留
学
生
(
二
0
0
二
年

月
刊
行
)
な
ら
ぴ
こ

続
・
同
志
社
と
台
湾
留

学
生
』
(
二
0
0
三
年
月
刊
行
)
(
注
)
の
中
に
収
め
ら
れ
て
ぃ
る

一
.
社
会
調
査
実
習

社
会
調
査
実
習
と
は
、
大
学
文
学
部
社
会
学
科
社
会
学
専
攻
の

、

一
記

四

ニ
.
台
湾
校
友
会
臨
時
総
会

二
0
9
 
年
九
月
十
八
日
、
台
湾
校
友
会
の
臨
時
総
会
が
台
北
の
老
爺

DOSHISHA

SE UP

同志社・台湾交流の夏
社会調査実習・台湾校友会臨時総会

国際シンポジウム

河口充勇伏学大学院文学研究科)
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森川眞規雄教授、陳其南教授と実習メンバー(台北西門町
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国
際
シ
ン
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ジ
ウ
ム

二
0
0
二
年
九
月
十
九
日
、
植
民
地
教
育
、
日
本
留
学
と
台
湾
社
会

殖
民
地
叡
育
、
口
本
留
學
與
臺
湾
社
會

先
生
國
ホ
學
街
研
詩
会

ξ
'
之
'

一

.

コ

岡

0
0
仂
工
一
Φ
工
》
0
5
m
m
仁
で
 
3

1
 
一
"
ー
'
'

中
飯
店
盲
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
)
で

.

.
＼

現
役
学
生
と
台
湾
校
友
な
ら
ぴ

に
台
湾
ク
ロ
ー
バ
ー
会
の
方
々

と
の
交
流
を
主
た
る
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
日
は
、

我
々
実
習
メ
ン
バ
ー
を
含
め
約

四
十
人
の
同
志
社
人
な
ら
ぴ
に

来
賓
が
一
堂
に
会
し
た
。
ま
ず
、

設
立
時
か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
台
湾
校
友
会
の
運
営
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
陳
璽
0
氏

公
局
校
友
会
名
誉
会
長
)
の

ス
ピ
ー
チ
で
会
の
幕
が
開
き
、

そ
れ
か
ら
、
そ
の
日
の
校
友
会

の
集
い
と
翌
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
へ
の
参
加
の
た
め
に
台
北
ま

で
お
越
し
い
た
だ
い
た
大
谷
實

谷大

同
志
社
総
長
の
ス
ピ
ー
チ
が
続

るれ

い
た
。
そ
の
後
先
の
陳
氏
と

さ笑
)

と
も
に
台
湾
校
友
会
の
生
き
字

談
軍

会
、
.
、
.
引
的
存
在
で
あ
る
鄭
兒
玉
氏

.
ノ
ノ

時
栂
(
台
南
神
学
院
名
誉
教
授
)
が

会
長
食
前
の
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ら

友
院

校
副
れ
た
さ
ら
に
会
食
時
に
は
、

来
賓
で
あ
る
中
華
民
国
行
政
院
副
院
長
(
副
首
相
)
の
林
仏
義
氏
(
御
令

孃
が
同
志
社
出
身
)
、
同
じ
く
行
政
院
政
務
委
員
(
無
任
所
閣
僚
)
の
陳

其
南
教
授
(
二
0
0
 
一
年
卜
月
か
ら
一
年
間
、
同
志
社
大
学
客
員
教
授
)
、

阪
口
直
樹
教
授
(
大
学
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
)
、
森
川
眞
規
雄

教
授
(
大
学
文
学
部
)
、
藥
有
義
氏
公
口
湾
校
友
会
会
長
)
、
前
田
實
氏

公
口
湾
ク
ロ
ー
バ
ー
会
会
長
)
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後

、

参
加
者
全
員
に
ょ
る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
大
合
唱
で
会
の
幕
が
閉
じ

総長と林信義行政院校友会臨時結会で挨拶される陳其南教授(左)(撮影
澤圭)

開
催
さ

れ
た

そ
の

集
し、

は

国際シンポジウムのポスター

たは



1
林
茂
生
記
念
国
際
学
術
シ

ン
ホ
ジ
ウ
ム
ー
が
台
湾
大

翠蜜

学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

、し

長^
圖
陳
教
授
と
森
川
教
授
に
ょ
っ

紳
逢
て
発
案
さ
れ
た
こ
の
シ
ン
ポ

陳
:
て
発
案
さ
ナ
、
、
、

ら
影

ジ
ウ
ム
は
、
中
央
研
究
院

か
撮

佐
)
台
湾
大
学
・
同
志
社
大
学
の

辞
教

三
者
の
共
催
な
ら
ぴ
に
林
茂

の
義

生
愛
郷
文
化
基
金
会
と
台
湾

開
木

ム
、

教
育
史
基
金
会
の
後
援
に
ょ

力
長

シ
総

る
も
の
で
あ
る
こ
の
シ
ン

ポン
谷

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
戦
前
に
同
志

、
ソ
大

国
授
社
で
学
ん
だ
台
湾
留
学
生
の

パ
イ
オ
ニ
ア
の
人
で
、
帰
台
後
は
台
湾
に
お
け
る
近
代
教
育
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
な
が
ら
戦
後
初
期
に
外
来
政
権
下
で
の
白
色
テ
ロ
に
ょ
り

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
林
茂
生
氏
を
紀
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
.
台
湾

双
方
で
の
留
学
研
究
な
ら
ぴ
に
植
民
地
教
育
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願

つ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
九
月
九
日
に

は
陳
教
授
と
森
川
教
授
が
、
林
茂
生
氏
の
御
子
息
で
林
茂
生
愛
郷
文
化

基
金
会
の
理
事
長
で
あ
る
林
宗
義
氏
ヲ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
名
誉
教
授
中
華
民
鼎
統
府
顧
問
)
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
劉
翠
溶
中
央
研
究
院
台
湾
史
研

究
所
主
任
、
陳
維
昭
台
湾
大
学
学
長
大
ハ
嘉
長
、
林
宗
義
教
授
そ
し
て

陳
其
南
教
授
が
開
会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
森
川

教
授
が
.
>
勺
o
m
号
0
コ
Φ
n
 
↓
「
N
五
三
0
コ
一
↓
曾
乏
印
コ
Φ
m
Φ
刃
て
仁
仁
伽
印
欠
仁
仂
Φ
一
、

O
o
m
三
仂
丁
少
印
コ
住
 
9
一
三
邑
↓
岳
住
三
0
コ
、
、
と
題
し
た
報
告
を
陳
其
南

教
授
が
「
日
採
臺
灣
殖
民
地
現
代
性
的
建
立
」
(
「
日
本
統
治
時
代
台
湾

に
お
け
る
植
民
地
近
代
性
の
構
築
こ
と
題
し
た
報
告
を
行
っ
た
。
第

セ
ツ
シ
ヨ
ン
で
は
阪
口
教
授
が
「
周
再
賜
と
台
湾
留
学
生
」
と
題
し
た
報

告
(
報
告
は
中
国
語
)
を
、
蔡
有
義
氏
が
「
戰
前
日
本
留
學
與
地
方
精
英

網
路
1
以
同
志
赴
臺
灣
校
友
為
例
1
」
(
「
日
本
留
学
と
口
ー
カ
ル
.
エ
リ

ー
ト
・
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
ー
伺
志
社
台
湾
校
友
会
を
事
例
に
1
」
)
と
題
し

た
報
告
を
行
っ
た
。
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
河
口
が
「
植
民
地
エ
リ
ー
ト

か
ら
台
湾
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
ヘ
1
同
志
社
校
友
会
台
湾
支
部
の
五
十
年
」
と

題
し
た
報
告
(
報
告
は
中
国
語
)
を
逢
軍
氏
(
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
)
が
「
日
本
留
学
と
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
新
台
湾

人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
通
し
て
1
」
と
題
し
た
報
告
(
報
告
は
中
国

語
)
を
行
っ
た
。
最
後
の
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
駒
込
武
京
都
大
学
助
教

授
が
「
林
茂
生
和
臺
南
長
老
教
中
學
」
(
「
林
茂
生
と
台
南
長
老
教
中
学
」
)

と
題
し
た
報
告
を
、
張
妙
娟
高
雄
応
用
科
済
大
学
副
教
授
が
「
臺
潰
教

曾
公
報
中
的
林
茂
生
作
品
之
介
紹
」
(
「
『
台
湾
教
会
公
報
に
お
け
る

林
茂
生
作
品
の
紹
介
」
)
と
題
し
た
報
告
を
行
っ
た

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
呉
密
察
台
湾
大
学
教
授
や
呉
文
星
台
湾

師
範
大
学
教
授
許
雪
姫
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
研
究
員
と
い
っ
た

台
湾
史
研
究
の
第
一
人
者
が
司
会
者
や
討
論
者
の
中
に
名
を
連
ね
て
お

り
、
非
常
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
議
残
交
わ
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最

後
の
討
論
時
に
、
許
氏
は
、
植
民
地
下
で
の
民
族
差
別
や
戦
後
の
外
来
政

権
下
で
の
白
色
テ
ロ
と
い
っ
た
社
会
状
況
を
背
景
に
エ
リ
ー
ト
の
人
々
を

描
こ
う
と
す
る
際
、
感
情
論
か
ら
こ
と
さ
ら
完
壁
な
人
問
像
を
求
め
た
り

存
在
を
美
化
し
た
り
せ
ず
、
む
し
ろ
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
た
議
諭
を

54



行
う
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
こ
う
し
た
許
氏
の
意
見
は
、
今
回
の
シ

ン
ポ
、
シ
ウ
ム
全
体
の
意
図
と
も
大
い
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
る
ま
た
、

こ
の
日
は
、
若
い
学
生
か
ら
お
年
寄
ま
で
、
百
人
を
優
に
超
す
聴
衆
が
会

場
に
つ
め
か
け
、
発
表
者
と
フ
ロ
ア
の
聴
衆
と
の
間
で
も
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
二
0
0
三
年
夏
に
は
、
再
ぴ
同
じ
テ
ー
マ
で
さ
ら
に
大
規

模
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

四
台
湾
で
の
交
流
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
も
の

以
上
の
校
友
会
臨
時
総
会
や
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
の
他
に
も
、
台
湾
の
方
々

と
の
様
々
な
交
流
の
機
会
が
あ
っ
た
森
川
教
授
は
、
限
ら
れ
た
時
問
内

で
の
交
流
活
動
が
効
率
的
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
調
整

と
活
動
準
備
の
た
め
、
実
習

メ
ン
バ
ー
よ
り
一
足
早
く
九

月
一
日
に
台
湾
入
り
し
、
九

月
七
日
に
は
台
北
の
中
山
記

ウ
ム
の
経
緯
と
趣
買
そ
し
て
同
志
社
台
湾
校
友
会
に
つ
い
て
記
者
の
質

問
に
答
え
た
九
月
二
十
日
、
中
国
時
報
』
は
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
内
{
谷
を
祥
し
く
報
じ
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
の
夜
に
は
、
大

谷
総
長
を
は
じ
め
同
志
社
の
関
係
者
九
人
が
林
茂
生
愛
郷
文
化
基
金
会
主

催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
席
。
約
五
百
人
の
出
席
者
の
中

に
は
、
呂
秀
蓮
副
総
統
や
馬
英
九
台
北
市
長
を
は
じ
め
各
界
の
著
名
人
が

数
多
く
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翌
日
に
は
、
陳
教
授
の
こ

厚
意
に
ょ
り
、
陳
教
授
が
理
事
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
国
家
文
化
芸
術
基

金
会
の
第
六
回
国
家
文
芸
賞
授
賞
式
に
実
習
メ
ン
バ
ー
全
員
が
招
待
さ
れ

た
そ
の
式
典
に
は
陳
水
肩
総
統
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
昨
夏
の
台
湾
で
の
交
流
活
動
を
通
し
て
、
我
々
は
、
台
湾
に

お
い
て
同
志
社
の
存
在
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
今
後
、
ま
す
ま
す
同
志
社
と
台
湾
と
の
問
の
教
育
・
学
術
交

流
が
広
が
っ
て
ゅ
く
こ
と
を
心
よ
り
願
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
昨
夏
の
同
志
社
・
台
湾
交
流
は
、
中
華
民
国
行
政
院
中
央

研
究
院
、
台
湾
大
学
、
林
茂
生
愛
郷
文
化
基
金
会
台
湾
教
育
史
研
究
会
、

国
家
文
芸
基
金
会
そ
し
て
台
湾
校
友
会
な
ら
ぴ
に
台
湾
ク
ロ
ー
バ
ー
会

の
方
々
の
協
力
に
ょ
り
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
し
て
感

謝
し
た
い
ま
た
、
お
忙
し
い
中
を
同
志
社
と
台
湾
の
橋
渡
し
に
な
っ
て

下
さ
っ
た
陳
其
南
教
授
に
も
重
ね
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

著
名
人
と
会
見
し
た
。
ま
た
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
日
に

地
元
メ
デ
ィ
ア
の
取
材

に
応
じ
、
陳
其
南
教
授
が
同

O
o
m
工
一
仂
工
》
0
5
Φ
m
こ
で
 
5

(
注
)二

0
0
二
年
度
は
報
告
書
と
と
も
に
台
湾
で
の
活
動
記
録
を
収
め
た
ビ

デ
オ
・
V
C
D
も
合
わ
せ
て
製
作
し
た
 
V
C
D
付
き
報
告
書
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
森
川
眞
規
雄
研
究
室
(
↓
戸
一
0
誤
,
閉
一
'
合
お
)
ま
で

から游錫埜行政院長、森川眞規雄教授、陳其南教授(9月

7日台湾中山記念堂で)(撮影:澄軍)

て生,
ノー、^

は、

首父

森同 )で
川羔

を游教社
は錫授の
じ埜が関
め行シ係
各政゛

ンに

界院ポつ
ジし、 の長


